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第一部 【企業情報】
第１ 【企業の概況】
１ 【主要な経営指標等の推移】

回次

第11期

第３四半期

連結累計期間

第12期

第３四半期

連結累計期間

第11期

第３四半期

連結会計期間

第12期

第３四半期

連結会計期間

第11期

連結会計年度

会計期間
自　平成21年４月１日

至　平成21年12月31日

自　平成22年４月１日

至　平成22年12月31日

自　平成21年10月１日

至　平成21年12月31日

自　平成22年10月１日

至　平成22年12月31日

自　平成21年４月１日

至　平成22年３月31日

売上高 （百万円） 9,664 12,445 3,416 4,540 13,600

経常利益 （百万円） 2,511 2,583 694 1,000 2,675

四半期（当期）純利益 （百万円） 1,259 1,236 320 519 1,309

純資産額 （百万円） － － 14,429 15,690 14,508

総資産額 （百万円） － － 16,085 18,865 17,372

１株当たり純資産額 （円） － － 93,671.50101,319.0193,873.94

１株当たり四半期
（当期）純利益金額

（円） 8,188.097,994.132,083.003,356.808,502.96

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益金額

（円） 8,110.257,957.582,065.023,343.138,428.35

自己資本比率 （％） － － 89.7 83.1 83.5

営業活動による
キャッシュ・フロー

（百万円） 1,193 1,139 － － 1,840

投資活動による
キャッシュ・フロー

（百万円） △1,913 △382 － － △2,660

財務活動による
キャッシュ・フロー

（百万円） 57 △92 － － 110

現金及び現金同等物の
四半期末（期末）残高

（百万円） － － 9,706 10,318 9,663

従業員数 （人） － － 290 329 300

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税及び地方消費税（以下「消費税等」という）は含まれておりません。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

　
３ 【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1)　連結会社の状況

平成22年12月31日現在

従業員数(人) 329(63)　

(注) 従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数（パートタイマー、契約社員を含む）は、当第３四半期連結会計期間の

平均人員を（ ）外数で記載しております。

　

(2)　提出会社の状況

平成22年12月31日現在

従業員数(人) 311(62)　

(注) 従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数（パートタイマー、契約社員を含む）は、当第３四半期会計期間の平均

人員を（ ）外数で記載しております。
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第２ 【事業の状況】
１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1)　生産実績

生産に該当する事項がありませんので、生産実績に関する記載はしておりません。

　

(2)　受注状況

受注生産を行っておりませんので、受注状況に関する記載はしておりません。

　

(3)　販売実績

当第３四半期連結会計期間の販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称

当第３四半期連結会計期間

(自　平成22年10月１日

　至　平成22年12月31日)

前年同四半期比(％)

インターネットメディア事業（百万円） 4,349 －

インターネット求人広告事業（百万円） 191 －

合計（百万円） 4,540 －

(注) １．前第３四半期連結会計期間及び当第３四半期連結会計期間の主な相手先別の販売実績及び当該販売実績に対

する割合は次のとおりであります。

相手先

前第３四半期連結会計期間

(自　平成21年10月１日

　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間

(自　平成22年10月１日

　至　平成22年12月31日)

販売高(百万円) 割合(％) 販売高(百万円) 割合(％)

株式会社サイバー・コミュニ
ケーションズ

1,532 44.9 1,701 37.5

株式会社スパイア 382 11.2 752 16.6

デジタル・アドバタイジング・
コンソーシアム株式会社

405 11.9 405 8.9

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

２ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。
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３ 【経営上の重要な契約等】

当社は、平成22年12月６日の取締役会決議において、平成22年９月22日の取締役会において承認された、当社Find

Job !事業部の事業を新設分割により設立する株式会社ミクシィ・リクルートメントに承継させる会社分割計画を、

一部変更致しました。

変更後の主な内容は、次のとおりであります。

(1)新設会社の成立日

平成23年４月１日

(2)新設分割の目的

当社が運営しております「Find Job !」は、平成９年11月にサービスを開始して以来、Web業界に特化した転職

サービスを展開してまいりましたが、インターネット求人広告事業をより一層発展させるためには、意思決定の迅速

化が必要であると考え、本分割を実施いたします。

(3)新設分割の方法

当社を分割会社とし、株式会社ミクシィ・リクルートメントを新設会社とする新設分割（簡易分割）とします。な

お、本会社分割は、会社法第805条に定める簡易分割に該当するため、株主総会の承認を得ずに行います。

(4)分割に係る割当ての内容

新設会社は、本会社分割に際し、普通株式200株を発行し、その全てを当社に割り当てます。

(5)新設分割に係る割当ての内容の算定根拠

該当事項はありません。

(6)当該新設分割の後の新設分割設立会社となる会社の商号、事業内容、本店の所在地、代表者の氏名、資本金又は出資の

額、純資産の額、総資産の額

商号 株式会社ミクシィ・リクルートメント

事業内容 インターネット求人広告事業

本店所在地
東京都渋谷区東一丁目2番20号

住友不動産渋谷ファーストタワー

代表者の氏名 笠原　健治

資本金 10百万円（予定）

純資産 64百万円（予定）

総資産 68百万円（予定）

　
４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1)　業績の状況

当第３四半期におけるわが国の経済は、依然として厳しい状況が続いておりました。内閣府の１月の月例経済報告

では、「景気は、足踏み状態にあるが、一部に持ち直しに向けた動きがみられる。」とし、景気の持ち直しが期待される

一方で、海外景気の下振れ懸念や為替レートの変動など景気を下押しするリスクや、雇用情勢の悪化懸念が依然残っ

ていることに注意が必要であるとしております。

インターネット関連業界におきましては、総務省の平成21年「通信利用動向調査」によりますと、インターネット

の利用者は9,408万人に達し、モバイル端末からの利用者は8,010万人と増加しております。また、「2009年（平成21

年）日本の広告費」（株式会社電通）によりますと、2009年のインターネット広告費は、景気後退の影響を受けまし

たが前年比101.2％と引き続き成長を続けております。モバイル広告に関しましても、３Ｇ端末や通信料定額制の普及

定着やソーシャルメディアの利用が拡大したことによって、それを活用した企画性の高い広告展開が進んできており

ます。

このような環境のもと、当社ではインターネットメディア事業が堅調に推移し、当第３四半期連結会計期間の売上

高は4,540百万円（前年同四半期比32.9％増）となりました。また、営業利益は1,082百万円（前年同四半期比54.5％

増）、経常利益は1,000百万円（前年同四半期比44.1％増）、四半期純利益は519百万円（前年同四半期比61.9％増）

となりました。

セグメントの業績は次のとおりであります。

①インターネットメディア事業

当事業におきましては、ソーシャル・ネットワーキング サービス（以下「SNS」という）「mixi」の12月の月間

ログインユーザー数（１ヵ月に１度以上ログインしたユーザー数）は約1,454万人（前連結会計年度末約1,386万

人）となりました。「mixi」におきましては、「mixiボイス（つぶやき）」の利用が拡大し、日記と並ぶ主要コミュニ

ケーション機能に成長してまいりました。また、「mixiチェック」などの新たなコミュニケーション機能の提供を開

始し、外部サービスとの連携を進めております。利用者が急増しているスマートフォンにおいては、「mixi」の主要機

能の最適化を進めることで利便性を高めてまいりました。

収益面では、８月の「mixi」サービスの障害による影響があったものの「mixiモバイル」の広告販売が順調に推
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移したほか、「mixiアプリ」に関連する広告・課金における収益化が進んできております。

この結果、当第３四半期連結会計期間の売上高は4,349百万円となりました。また、売上高のうち、広告売上高は

3,625百万円、課金売上高は724百万円となっております。セグメント利益は1,449百万円となりました。

②インターネット求人広告事業

当事業におきましては、IT系求人サイト「Find Job !」において、IT系の求人情報に特化することにより他社との

差別化を図ること、及び、自社媒体である「mixi」を活用することによる高い広告宣伝効果と広告宣伝費の抑制によ

り、利益率を確保しながら収益の拡大を目指して参りました。

この結果、当第３四半期連結会計期間の売上高は191百万円、セグメント利益は159百万円となりました。

　
(2)　財政状態の分析

①財政状態

当第３四半期連結会計期間末の財政状態は、資産については流動資産が16,323百万円（前連結会計年度末比1,232

百万円増加）となりました。固定資産は2,541百万円（前連結会計年度末比260百万円増加）となりました。主な要因

としては、流動資産においては、売掛金の増加、固定資産においては、投資有価証券の取得、ソフトウェア等の無形固定

資産の取得による増加があげられます。

負債については、流動負債が3,156百万円(前連結会計年度末比292百万円増加）となり、主な要因としては、預り金

の増加があげられます。固定負債は17百万円(前連結会計年度末比17百万円増加）となりました。純資産は15,690百万

円(前連結会計年度末比1,182百万円増加）となり、主な要因としては、利益剰余金が8,215百万円となったことがあげ

られます。

　
②キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）の残高は10,318百万円となり

ました。各キャッシュ・フローの状況とその要因は以下のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第３四半期連結会計期間において営業活動により使用した資金は78百万円（前年同四半期は172百万円の獲

得）となりました。これは主に、税金等調整前四半期純利益が998百万円となったものの、売上債権の増加、法人税等の

支払いがあったことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第３四半期連結会計期間において投資活動により使用した資金は210百万円（前年同四半期は2,354百万円の使

用）となりました。これは主に、ソフトウェア等の無形固定資産の取得によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第３四半期連結会計期間において財務活動により得られた資金は1百万円（前年同四半期は13百万円の獲得）

となりました。

　
(3)　事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　
(4)　研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【設備の状況】
(1)　主要な設備の状況

当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　
(2)　設備の新設、除却等の計画

当社は、平成23年4月に本店の移転を予定しております。また、それに伴い第１四半期連結会計期間において、固定

資産の臨時償却（98百万円）を行っております。
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第４ 【提出会社の状況】
１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①　【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 528,000

計 528,000

　

②　【発行済株式】

　

種類

第３四半期会計期間末

現在発行数(株)

(平成22年12月31日)

提出日現在

発行数(株)

(平成23年２月10日)

上場金融商品取引所

名又は登録認可金融

商品取引業協会名

内容

普通株式 154,770 154,770
東京証券取引所
（マザーズ）

当社は単元株制度は採
用しておりません。

計 154,770 154,770 － －

（注）「提出日現在発行数」の欄には、平成23年２月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の権利行使に

より発行された株式数は含まれておりません。
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(2) 【新株予約権等の状況】

旧商法に基づく新株予約権

①平成17年1月31日臨時株主総会決議

区分
第３四半期会計期間末現在

(平成22年12月31日)

新株予約権の数（個） 4

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 40

新株予約権の行使時の払込金額（円） 25,000

新株予約権の行使期間
自　平成19年２月１日

至　平成26年12月31日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の
発行価格及び資本組入額（円）

発行価格　 　25,000

資本組入額　 12,500

新株予約権の行使の条件

　新株予約権の割当を受けた者は、新株予約権の行使時に
おいて当社又は当社の関係会社の取締役、監査役、相談役、
従業員又は顧問であることを要する。

　その他の権利行使の条件は新株予約権発行の取締役会決
議に基づき、当社と新株予約権の割当を受けた者との間で
締結した新株予約権割当契約により決定するものとする。

新株予約権の譲渡に関する事項
　権利の譲渡、質権の設定及びその他の処分は認めないも
のとする。

代用払込みに関する事項 －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 －

（注）１．当社が新株予約権発行後、株式分割又は株式併合を行う場合、次の算式により目的たる株式の数を調整し、調整

後に生じる１株の100分の１未満の株式は切り捨てるものとします。

調整後株式数＝調整前株式数×分割・併合の比率

２．当社が平成17年１月31日株主総会決議後、株式分割又は株式併合を行う場合は、次の算式により払込金額を調

整し、調整により生じる１円未満の端数は切り上げるものとします。

調整後払込金額＝調整前払込金額×
１

分割・併合の比率

３．当社が平成17年１月31日株主総会決議後、払込金額を下回る価格で新株を発行（新株予約権の権利行使の場合

を含まない）又は自己株式の処分をする場合は、次の算式により調整し、調整により生じる１円未満の端数は

切り上げるものとします。

なお、次の算式において既発行株式数とは、当社の発行済株式総数から当社の保有する自己株式を控除した数

をいうものとします。

 
既発行株式数＋

新規発行株式数又は

処分自己株式数
×
１株当たり払込金額

又は処分価額

調整後払込金額＝調整前払込金額×
調整前払込金額

既発行株式数＋新規発行株式数又は処分自己株式数

４．平成17年９月２日開催の取締役会決議により平成17年９月27日付で１株を５株に分割、平成19年５月10日開催

の取締役会決議により平成19年７月１日付で１株を２株に分割しております。これにより、上記の表に記載の

新株予約権の目的となる株式の数、新株予約権の行使時の払込金額、新株予約権の行使により株式を発行する

場合の株式の発行価格及び資本組入額は調整されております。
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②　平成17年10月21日臨時株主総会決議

区分
第３四半期会計期間末現在

(平成22年12月31日)

新株予約権の数（個） 273

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 546

新株予約権の行使時の払込金額（円） 50,000

新株予約権の行使期間
自　平成19年11月１日

至　平成27年９月30日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の
発行価格及び資本組入額（円）

発行価格　 　 50,000

資本組入額　　25,000

新株予約権の行使の条件

　新株予約権の割当を受けた者は、新株予約権の行使時に
おいて当社又は当社の関係会社の取締役、監査役、相談役、
従業員又は顧問であることを要する。

　その他の権利行使の条件は新株予約権発行の取締役会決
議に基づき、当社と新株予約権の割当を受けた者との間で
締結した新株予約権割当契約により決定するものとする。

新株予約権の譲渡に関する事項
　権利の譲渡、質権の設定及びその他の処分は認めないも
のとする。

代用払込みに関する事項 －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 －

（注）１．当社が新株予約権発行後、株式分割又は株式併合を行う場合、次の算式により目的たる株式の数を調整し、調整

後に生じる１株の100分の１未満の株式は切り捨てるものとします。

調整後株式数＝調整前株式数×分割・併合の比率

２．当社が新株予約権発行後、株式分割又は株式併合を行う場合は、次の算式により払込金額を調整し、調整により

生じる１円未満の端数は切り上げるものとします。

調整後払込金額＝調整前払込金額×
１

分割・併合の比率

３．当社が新株予約権発行後、払込金額を下回る価格で新株を発行（新株予約権の権利行使の場合を含まない）又

は自己株式の処分をする場合は、次の算式により調整し、調整により生じる１円未満の端数は切り上げるもの

とします。

なお、次の算式において既発行株式数とは、当社の発行済株式総数から当社の保有する自己株式を控除した数

をいうものとします。

 
既発行株式数＋

新規発行株式数又は

処分自己株式数
×
１株当たり払込金額

又は処分価額

調整後払込金額＝調整前払込金額×
調整前払込金額

既発行株式数＋新規発行株式数又は処分自己株式数

４．平成19年５月10日開催の取締役会決議により平成19年７月１日付で１株を２株に分割しております。これによ

り、上記の表に記載の新株予約権の目的となる株式の数、新株予約権の行使時の払込金額、新株予約権の行使に

より株式を発行する場合の株式の発行価格及び資本組入額は調整されております。
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③　平成17年10月21日臨時株主総会決議

区分
第３四半期会計期間末現在

(平成22年12月31日)

新株予約権の数（個） 51

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 102

新株予約権の行使時の払込金額（円） 50,000

新株予約権の行使期間
自　平成19年11月１日

至　平成27年９月30日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の
発行価格及び資本組入額（円）

発行価格　　  50,000

資本組入額　　25,000

新株予約権の行使の条件

　新株予約権の割当を受けた者は、新株予約権の行使時に
おいて当社又は当社の関係会社の取締役、監査役、相談役、
従業員又は顧問であることを要する。

　その他の権利行使の条件は新株予約権発行の取締役会決
議に基づき、当社と新株予約権の割当を受けた者との間で
締結した新株予約権割当契約により決定するものとする。

新株予約権の譲渡に関する事項
　権利の譲渡、質権の設定及びその他の処分は認めないも
のとする。

代用払込みに関する事項 －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 －

（注）１．当社が新株予約権発行後、株式分割又は株式併合を行う場合、次の算式により目的たる株式の数を調整し、調整

後に生じる１株の100分の１未満の株式は切り捨てるものとします。

調整後株式数＝調整前株式数×分割・併合の比率

２．当社が新株予約権発行後、株式分割又は株式併合を行う場合は、次の算式により払込金額を調整し、調整により

生じる１円未満の端数は切り上げるものとします。

調整後払込金額＝調整前払込金額×
１

分割・併合の比率

３．当社が新株予約権発行後、払込金額を下回る価格で新株を発行（新株予約権の権利行使の場合を含まない）又

は自己株式の処分をする場合は、次の算式により調整し、調整により生じる１円未満の端数は切り上げるもの

とします。

なお、次の算式において既発行株式数とは、当社の発行済株式総数から当社の保有する自己株式を控除した数

をいうものとします。

 
既発行株式数＋

新規発行株式数又は

処分自己株式数
×
１株当たり払込金額

又は処分価額

調整後払込金額＝調整前払込金額×
調整前払込金額

既発行株式数＋新規発行株式数又は処分自己株式数

４．平成19年５月10日開催の取締役会決議により平成19年７月１日付で１株を２株に分割しております。これによ

り、上記の表に記載の新株予約権の目的となる株式の数、新株予約権の行使時の払込金額、新株予約権の行使に

より株式を発行する場合の株式の発行価格及び資本組入額は調整されております。
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④　平成18年４月28日臨時株主総会決議

区分
第３四半期会計期間末現在

(平成22年12月31日)

新株予約権の数（個） 10

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 20

新株予約権の行使時の払込金額（円） 125,000

新株予約権の行使期間
自　平成20年５月１日

至　平成28年３月31日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の
発行価格及び資本組入額（円）

発行価格　 　125,000

資本組入額　  62,500

新株予約権の行使の条件

　新株予約権の割当を受けた者は、新株予約権の行使時に
おいて当社又は当社の関係会社の取締役、監査役、相談役、
従業員又は顧問であることを要する。

　その他の権利行使の条件は新株予約権発行の取締役会決
議に基づき、当社と新株予約権の割当を受けた者との間で
締結した新株予約権割当契約により決定するものとする。

新株予約権の譲渡に関する事項
　権利の譲渡、質権の設定及びその他の処分は認めないも
のとする。

代用払込みに関する事項 －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 －

（注）１．当社が新株予約権発行後、株式分割又は株式併合を行う場合、次の算式により目的たる株式の数を調整し、調整

後に生じる１株の100分の１未満の株式は切り捨てるものとします。

調整後株式数＝調整前株式数×分割・併合の比率

２．当社が新株予約権発行後、株式分割又は株式併合を行う場合は、次の算式により払込金額を調整し、調整により

生じる１円未満の端数は切り上げるものとします。

調整後払込金額＝調整前払込金額×
１

分割・併合の比率

３．当社が新株予約権発行後、払込金額を下回る価格で新株を発行（新株予約権の権利行使の場合を含まない）又

は自己株式の処分をする場合は、次の算式により調整し、調整により生じる１円未満の端数は切り上げるもの

とします。

なお、次の算式において既発行株式数とは、当社の発行済株式総数から当社の保有する自己株式を控除した数

をいうものとします。

 
既発行株式数＋

新規発行株式数又は

処分自己株式数
×
１株当たり払込金額

又は処分価額

調整後払込金額＝調整前払込金額×
調整前払込金額

既発行株式数＋新規発行株式数又は処分自己株式数

４．平成19年５月10日開催の取締役会決議により平成19年７月１日付で１株を２株に分割しております。これによ

り、上記の表に記載の新株予約権の目的となる株式の数、新株予約権の行使時の払込金額、新株予約権の行使に

より株式を発行する場合の株式の発行価格及び資本組入額は調整されております。
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⑤　平成18年４月28日臨時株主総会決議

区分
第３四半期会計期間末現在

(平成22年12月31日)

新株予約権の数（個） 2

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 4

新株予約権の行使時の払込金額（円） 125,000

新株予約権の行使期間
自　平成20年５月１日

至　平成28年３月31日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の
発行価格及び資本組入額（円）

発行価格　 　125,000

資本組入額　  62,500

新株予約権の行使の条件

　新株予約権の割当を受けた者は、新株予約権の行使時に
おいて当社又は当社の関係会社の取締役、監査役、相談役、
従業員、顧問又は外部協力者であることを要する。

　その他の権利行使の条件は新株予約権発行の取締役会決
議に基づき、当社と新株予約権の割当を受けた者との間で
締結した新株予約権割当契約により決定するものとする。

新株予約権の譲渡に関する事項
　権利の譲渡、質権の設定及びその他の処分は認めないも
のとする。

代用払込みに関する事項 －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 －

（注）１．当社が新株予約権発行後、株式分割又は株式併合を行う場合、次の算式により目的たる株式の数を調整し、調整

後に生じる１株の100分の１未満の株式は切り捨てるものとします。

調整後株式数＝調整前株式数×分割・併合の比率

２．当社が新株予約権発行後、株式分割又は株式併合を行う場合は、次の算式により払込金額を調整し、調整により

生じる１円未満の端数は切り上げるものとします。

調整後払込金額＝調整前払込金額×
１

分割・併合の比率

３．当社が新株予約権発行後、払込金額を下回る価格で新株を発行（新株予約権の権利行使の場合を含まない）又

は自己株式の処分をする場合は、次の算式により調整し、調整により生じる１円未満の端数は切り上げるもの

とします。

なお、次の算式において既発行株式数とは、当社の発行済株式総数から当社の保有する自己株式を控除した数

をいうものとします。

 
既発行株式数＋

新規発行株式数又は

処分自己株式数
×
１株当たり払込金額

又は処分価額

調整後払込金額＝調整前払込金額×
調整前払込金額

既発行株式数＋新規発行株式数又は処分自己株式数

４．平成19年５月10日開催の取締役会決議により平成19年７月１日付で１株を２株に分割しております。これによ

り、上記の表に記載の新株予約権の目的となる株式の数、新株予約権の行使時の払込金額、新株予約権の行使に

より株式を発行する場合の株式の発行価格及び資本組入額は調整されております。
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会社法に基づく新株予約権

①　平成22年５月26日取締役会決議

区分
第３四半期会計期間末現在

(平成22年12月31日)

新株予約権の数（個） 200

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 200

新株予約権の行使時の払込金額（円） 498,867

新株予約権の行使期間
自　平成24年６月10日

至　平成27年６月９日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の
発行価格及び資本組入額（円）

発行価格　 　498,867

資本組入額　 249,434

新株予約権の行使の条件

　新株予約権者が新株予約権を放棄した場合には、当該新
株予約権を行使することができないものとする。

　その他の条件は、当社と新株予約権の割り当てを受けた
ものとの間で締結した新株予約権割当契約で定めるとこ
ろによる。

新株予約権の譲渡に関する事項
　譲渡による新株予約権の取得については、当社取締役会
の決議による承認を要するものとする。

代用払込みに関する事項 －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 （注）４

（注）１．当社が新株予約権発行後、株式分割又は株式併合を行う場合、次の算式により目的たる株式の数を調整し、調整

後に生じる１株の100分の１未満の株式は切り捨てるものとします。

調整後株式数＝調整前株式数×分割・併合の比率

２．当社が新株予約権発行後、株式分割又は株式併合を行う場合は、次の算式により払込金額を調整し、調整により

生じる１円未満の端数は切り上げるものとします。

調整後払込金額＝調整前払込金額×
１

分割・併合の比率

３．当社が新株予約権発行後、時価を下回る価格で新株式の発行又は自己株式の処分を行う場合は、次の算式によ

り払込金額を調整し、調整により生じる１円未満の端数は切り上げるものとします。

 
既発行株式数＋

新規発行株式数又は

処分自己株式数
×
１株当たり払込金額

又は処分価額

調整後払込金額＝調整前払込金額×
１株当たり時価

既発行株式数＋新規発行株式数又は処分自己株式数

４．組織再編における再編対象会社の新株予約権の交付に関する決定方針

当社が、合併、吸収分割、新設分割、株式交換又は株式移転（以上を総称して以下、「組織再編行為」という。）

をする場合において、組織再編行為の効力発生日の直前の時点において残存する新株予約権（以下、「残存新

株予約権」という。）を保有する新株予約権者に対し、それぞれの場合につき、会社法第236条第１項第８号イ

からホまでに掲げる株式会社（以下、「再編対象会社」という。）の新株予約権を以下の条件に基づきそれぞ

れ交付することとする。ただし、以下の条件に沿って再編対象会社の新株予約権を交付する旨を、吸収合併契

約、新設合併契約、吸収分割契約、新設分割計画、株式交換契約又は株式移転計画において定めることを条件と

する。

① 交付する再編対象会社の新株予約権の数

新株予約権者が保有する残存新株予約権の数と同一の数をそれぞれ交付するものとする。

② 新株予約権の目的である再編対象会社の株式の種類

再編対象会社の普通株式とする。

③ 新株予約権の目的である再編対象会社の株式の数

組織再編行為の条件等を勘案の上、本新株予約権の取り決めに準じて決定する。

④ 新株予約権の行使に際して出資される財産の価額

交付される各新株予約権の行使に際して出資される財産の価額は、上記「新株予約権の行使時の払込金額

（円）」で定められる行使価額を組織再編行為の条件等を勘案の上、調整して得られる再編後払込金額に上

記③に従って決定される当該新株予約権の目的である再編対象会社の株式の数を乗じて得られる金額とす

る。

⑤ 新株予約権を行使することができる期間

上記「新株予約権の行使期間」に定める新株予約権を行使することができる期間の開始日と組織再編行為
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の効力発生日のうちいずれか遅い日から、上記「新株予約権の行使期間」に定める新株予約権を行使するこ

とができる期間の満了日までとする。

⑥ 新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金及び資本準備金に関する事項

本新株予約権の取り決めに準じて決定する。

⑦ 譲渡による新株予約権の取得の制限

譲渡による新株予約権の取得については、再編対象会社の取締役会の決議による承認を要するものとする。

⑧ 新株予約権の取得条項

本新株予約権の取り決めに準じて決定する。

⑨ その他の新株予約権の行使の条件

本新株予約権の取り決めに準じて決定する。

　
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　
(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　
(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日

発行済株式

総数増減数

(株)

発行済株式

総数残高

(株)

資本金増減額

(百万円)

資本金残高

(百万円)

資本準備金

増減額

(百万円)

資本準備金

残高

(百万円)

平成22年10月１日～

平成22年12月31日
10 154,770 0 3,757 0 3,727

（注）新株予約権の行使による増加であります。

　

(6) 【大株主の状況】

モルガン・スタンレーMUFG証券株式会社及び共同保有者２社から、平成22年12月20日付の大量保有報

告書の変更報告書により、平成22年12月15日現在で以下の株式を保有している旨の報告を受けましたが、

株主名簿の記載内容が確認できないため、当社として実質所有株式数の確認ができません。

氏名又は名称 住所
保有株券等
の数
（株）

株券等保有
割合
（％）

モルガン・スタンレーMUFG証券株式会社 東京都渋谷区恵比寿4丁目20番3号 1,211 0.78

モルガン・スタンレー・アンド・カンパニー・

インコーポレーテッド
(Morgan Stanley & Co. Incorporated)

アメリカ合衆国 10036 ニューヨーク州 

ニューヨーク ブロードウェイ 1585番
(1585 Broadway, New York, NY 10036)

2,240 1.45

モルガン・スタンレー・アンド・カンパニー・

インターナショナル・ピーエルシー
(Morgan Stanley & Co. International plc)
 

英国 ロンドン カナリーワーフ 25カ

ボットスクエア E14 4QA
(25 Cabot Square, Canary Wharf,
London E14 4QA, United Kingdom)

5,311 3.43

合計 ― 8,762 5.66
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日（平成22年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①　【発行済株式】

平成22年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 154,760 154,760 －

単元未満株式 － － －

発行済株式総数 　 154,760 － －

総株主の議決権 － 154,760 －

　

②　【自己株式等】

該当事項はありません。

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年４
月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高(円) 643,000602,000462,000483,500490,500497,500483,000476,000460,500

最低(円) 591,000392,500383,000415,000403,000432,000386,000397,500415,000

(注)最高・最低株価は、東京証券取引所マザーズ市場におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動は、次のとおりであります。

(1)　役職の異動

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏名 異動年月日

代表取締役副社長（サービス本部長） 取締役（mixi事業本部長） 原田 明典 平成22年７月１日

取締役（経営推進本部長） 取締役（経営管理本部長） 小泉 文明 平成23年１月１日
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第５ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

なお、前第３四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）及び前第３四半期連結累計期間

（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第３四半期連結会

計期間（平成22年10月１日から平成22年12月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成22年４月１日から平成

22年12月31日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

　
２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平

成21年12月31日まで）及び前第３四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）に係る四半期

連結財務諸表並びに当第３四半期連結会計期間（平成22年10月１日から平成22年12月31日まで）及び当第３四半期連

結累計期間（平成22年４月１日から平成22年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表について、有限責任監査法人

トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 12,318 12,163

売掛金 3,719 2,720

その他 296 212

貸倒引当金 △11 △5

流動資産合計 16,323 15,090

固定資産

有形固定資産

建物 227 171

減価償却累計額 △167 △47

建物（純額） 59 124

工具、器具及び備品 2,257 2,097

減価償却累計額 △1,438 △1,251

工具、器具及び備品（純額） 819 846

有形固定資産合計 879 970

無形固定資産

その他 269 183

無形固定資産合計 269 183

投資その他の資産

その他 1,430 1,137

貸倒引当金 △36 △10

投資その他の資産合計 1,393 1,127

固定資産合計 2,541 2,281

資産合計 18,865 17,372
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(単位：百万円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

短期借入金 25 53

未払金 824 1,558

未払法人税等 760 332

賞与引当金 61 52

その他 1,485 866

流動負債合計 3,156 2,863

固定負債

資産除去債務 17 －

固定負債合計 17 －

負債合計 3,174 2,863

純資産の部

株主資本

資本金 3,757 3,753

資本剰余金 3,727 3,723

利益剰余金 8,215 7,056

株主資本合計 15,700 14,533

評価・換算差額等

為替換算調整勘定 △19 △24

評価・換算差額等合計 △19 △24

新株予約権 9 －

純資産合計 15,690 14,508

負債純資産合計 18,865 17,372
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

売上高 9,664 12,445

売上原価 2,258 3,031

売上総利益 7,405 9,414

販売費及び一般管理費 ※1
 4,844

※1
 6,643

営業利益 2,561 2,771

営業外収益

受取利息 17 14

その他 1 2

営業外収益合計 19 16

営業外費用

支払利息 0 1

持分法による投資損失 32 103

為替差損 2 16

投資事業組合運用損 33 83

営業外費用合計 69 204

経常利益 2,511 2,583

特別利益

持分変動利益 7 4

特別利益合計 7 4

特別損失

固定資産除却損 44 16

固定資産臨時償却費 － 98

過年度著作権使用料 47 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 31

特別損失合計 92 146

税金等調整前四半期純利益 2,425 2,441

法人税、住民税及び事業税 1,131 1,348

法人税等調整額 34 △143

法人税等合計 1,165 1,205

少数株主損益調整前四半期純利益 － 1,236

四半期純利益 1,259 1,236
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【第３四半期連結会計期間】
(単位：百万円)

前第３四半期連結会計期間
(自 平成21年10月１日
　至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自 平成22年10月１日
　至 平成22年12月31日)

売上高 3,416 4,540

売上原価 1,006 1,033

売上総利益 2,409 3,507

販売費及び一般管理費 ※1
 1,709

※1
 2,424

営業利益 700 1,082

営業外収益

受取利息 5 3

為替差益 2 －

その他 1 0

営業外収益合計 9 3

営業外費用

支払利息 0 △0

持分法による投資損失 15 31

為替差損 － 3

投資事業組合運用損 － 51

営業外費用合計 15 85

経常利益 694 1,000

特別利益

持分変動利益 7 －

特別利益合計 7 －

特別損失

固定資産除却損 37 2

過年度著作権使用料 47 －

特別損失合計 85 2

税金等調整前四半期純利益 616 998

法人税、住民税及び事業税 265 468

法人税等調整額 30 10

法人税等合計 295 478

少数株主損益調整前四半期純利益 － 519

四半期純利益 320 519
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 2,425 2,441

減価償却費 348 364

固定資産臨時償却費 － 98

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 31

貸倒引当金の増減額（△は減少） 3 31

賞与引当金の増減額（△は減少） 6 8

受取利息及び受取配当金 △17 △14

支払利息 0 1

為替差損益（△は益） 0 13

持分法による投資損益（△は益） 32 103

投資事業組合運用損益（△は益） 33 83

持分変動損益（△は益） △7 △4

固定資産除却損 44 16

売上債権の増減額（△は増加） △305 △998

未払金の増減額（△は減少） 322 △714

未払消費税等の増減額（△は減少） △31 76

その他 261 496

小計 3,118 2,036

利息の受取額 13 13

利息の支払額 △0 △1

法人税等の支払額 △1,938 △908

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,193 1,139

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △2,000 △3,500

定期預金の払戻による収入 － 4,000

有価証券の償還による収入 1,000 －

有形固定資産の取得による支出 △335 △349

無形固定資産の取得による支出 △105 △141

投資有価証券の取得による支出 △429 △312

貸付けによる支出 △40 △20

貸付金の回収による収入 10 －

その他 △13 △59

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,913 △382

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の返済による支出 － △25

短期借入れによる収入 26 －

株式の発行による収入 30 7

配当金の支払額 － △75

財務活動によるキャッシュ・フロー 57 △92

現金及び現金同等物に係る換算差額 △2 △8

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △665 655

現金及び現金同等物の期首残高 10,371 9,663

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 9,706

※1
 10,318
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　 当第３四半期連結累計期間

(自　平成22年４月１日　至　平成22年12月31日)

１．会計処理基準に関する

事項の変更
（1）資産除去債務に関する会計基準の適用

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に

関する会計基準」（企業会計基準第18号　平成20年

３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の

適用指針」（企業会計基準適用指針第21号　平成20

年３月31日）を適用しております。

これにより、当第３四半期連結累計期間の営業利

益、経常利益が10百万円減少し、税金等調整前四半期

純利益が42百万円減少しております。また、当会計基

準等の適用開始により、投資その他の資産の「その

他」が40百万円減少しております。当会計基準等の

適用開始による資産除去債務の変動額は17百万円で

あります。

　

【表示方法の変更】

当第３四半期連結累計期間

(自　平成22年４月１日　至　平成22年12月31日)

（四半期連結損益計算書関係）

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様
式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用によ
り、当第３四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。
　

　
当第３四半期連結会計期間

(自　平成22年10月１日　至　平成22年12月31日)

（四半期連結損益計算書関係）

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様
式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用によ
り、当第３四半期連結会計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。
　

　

【追加情報】

当第３四半期連結累計期間

(自　平成22年４月１日　至　平成22年12月31日)

（賞与引当金）

当社は従業員に対する賞与の支給方法について改定を行い、従来年４回（５月、８月、11月、２月）支給しておりま
した賞与を年２回（６月、12月）に変更致しました。賞与引当金は、当第３四半期連結累計期間末に発生していると
見込まれる金額を計上しております。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

該当事項はありません。

　

(四半期連結損益計算書関係)

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金
額は次のとおりであります。

販売手数料 2,356百万円
 

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金
額は次のとおりであります。

販売手数料 2,724百万円
 

　 　

　
前第３四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日
　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成22年10月１日
　至　平成22年12月31日)

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金
額は次のとおりであります。

販売手数料 831百万円
 

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金
額は次のとおりであります。

販売手数料 986百万円
 

　 　

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

※１．現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連
結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関
係（平成21年12月31日現在）

※１．現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連
結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関
係（平成22年12月31日現在）

　
現金及び預金勘定 11,706百万円
預入期間が３か月を超える定
期預金

△2,000百万円

現金及び現金同等物 9,706百万円
　

　
現金及び預金勘定 12,318百万円
預入期間が３か月を超える定
期預金

△2,000百万円

現金及び現金同等物 10,318百万円
　

　 　

　

(株主資本等関係)

当第３四半期連結会計期間末（平成22年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年

12月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式 154,770株

　

２．自己株式の種類及び株式数

該当事項はありません。

　

３．新株予約権等に関する事項

ストック・オプションとしての新株予約権

新株予約権の四半期連結会計期間末残高　　提出会社　　9百万円

（注）権利行使期間の初日が到来しておりません。

　

４．配当に関する事項

　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月24日
　定時株主総会

普通株式 77 500平成22年３月31日 平成22年６月25日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）

（単位：百万円）

　
インターネット
メディア事業

インターネット
求人広告事業

その他事業 計
消去又は
全社

連結

売上高 　 　 　 　 　 　

(1)外部顧客に対する売上高 3,291 124 － 3,416 － 3,416

(2)セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － － － － －

計 3,291 124 － 3,416 － 3,416

営業利益又は営業損失（△） 898 81 △33 946 (246) 700

　

前第３四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日）

（単位：百万円）

　
インターネット
メディア事業

インターネット
求人広告事業

その他事業 計
消去又は
全社

連結

売上高 　 　 　 　 　 　

(1)外部顧客に対する売上高 9,274 390 － 9,664 － 9,664

(2)セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － － － － －

計 9,274 390 － 9,664 － 9,664

営業利益又は営業損失（△） 3,134 270 △119 3,284(723)2,561

(注) １．事業区分の方法

事業は内部管理上採用している区分によっております。

２．各事業の主なサービス

インターネットメディア事業・・・SNS「mixi」の運営

インターネット求人広告事業・・・IT系求人サイト「Find Job!」の運営

その他事業・・・海外（中国）事業、その他新規事業

　

【所在地別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）及び前第３四半期連結累計期間（自　平

成21年４月１日　至　平成21年12月31日）

全セグメントの売上高の合計に占める日本の割合が90％超であるため、所在地別セグメント情報の記載を省略して

おります。

　
【海外売上高】

前第３四半期連結会計期間（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）及び前第３四半期連結累計期間（自　平

成21年４月１日　至　平成21年12月31日）

海外売上高の合計が連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。
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【セグメント情報】

（追加情報）

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号  平成21年３月

27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号  平成20年３月

21日）を適用しております。

　

１．報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が経営資源の配分

の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社はインターネット上でウェブサイトの運営事業を中心に事業活動を展開しております。その中で、「インター

ネットメディア事業」及び「インターネット求人広告事業」の２つを報告セグメントとしております。

「インターネットメディア事業」は、SNS「mixi」の運営を、「インターネット求人広告事業」は、IT系求人サイト

「Find Job !」の運営を行っております。

　

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

当第３四半期連結累計期間（自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日）

（単位：百万円）

　
報告セグメント

調整額
（注）１

四半期連結損益
計算書計上額
（注）２

インターネット
メディア事業

インターネット
求人広告事業

計

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 11,900 544 12,445 0 12,445

  セグメント間の内部売上
高又は振替高

－ － － － －

計 11,900 544 12,445 0 12,445

セグメント利益 3,732 451 4,183 △1,412 2,771

(注) １．セグメント利益の調整額△1,412百万円には、全社費用△1,312百万円が含まれております。全社費用は、主に

報告セグメントに帰属しない管理部門等に係る費用であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整をおこなっております。

　

当第３四半期連結会計期間（自  平成22年10月１日  至  平成22年12月31日）

（単位：百万円）

　
報告セグメント

調整額
（注）１

四半期連結損益
計算書計上額
（注）２

インターネット
メディア事業

インターネット
求人広告事業

計

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 4,349 191 4,540 △0 4,540

  セグメント間の内部売上
高又は振替高

－ － － － －

計 4,349 191 4,540 △0 4,540

セグメント利益 1,449 159 1,609 △526 1,082

(注) １．セグメント利益の調整額△526百万円には、全社費用△496百万円が含まれております。全社費用は、主に報告

セグメントに帰属しない管理部門等に係る費用であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整をおこなっております。

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１．１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

　

１株当たり純資産額 101,319.01円

　

　

１株当たり純資産額 93,873.94円

　
　 　

　

２．１株当たり四半期純利益金額等

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

　

１株当たり四半期純利益金額 8,188.09円

潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額

8,110.25円

　

　

１株当たり四半期純利益金額 7,994.13円

潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額

7,957.58円

　
　 　

(注)　１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおり

であります。

項目
前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 　 　

　四半期純利益（百万円） 1,259 1,236

　普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

　普通株式に係る四半期純利益（百万円） 1,259 1,236

　期中平均株式数（株） 153,870 154,687

　 　 　

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 　 　

　四半期純利益調整額（百万円） － －

　普通株式増加数（株） 1,476 710

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株
当たり四半期純利益金額の算定に含めなかった
潜在株式で、前連結会計年度末から重要な変動が
あったものの概要

－

普通株式の期中平均株価が行使
価格を下回り希薄化効果を有し
ていないため潜在株式調整後１
株当たり四半期純利益金額の算
定に含めておりません。

期中平均株価　457,670円

平成22年５月26日取締役会決議
ストック・オプション

（新株予約権）

普通株式　　　　　200株

行使価格　　　498,867円
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前第３四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日
　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成22年10月１日
　至　平成22年12月31日)

　

１株当たり四半期純利益金額 2,083.00円

潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額

2,065.02円

　

　

１株当たり四半期純利益金額 3,356.80円

潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額

3,343.13円

　
　 　

(注)　１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおり

であります。

項目
前第３四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日
　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成22年10月１日
　至　平成22年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 　 　

四半期純利益（百万円） 320 519

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益（百万円） 320 519

期中平均株式数（株） 154,043 154,763

　 　 　

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 　 　

四半期純利益調整額（百万円） － －

普通株式増加数（株） 1,341 632

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後
１株当たり四半期純利益金額の算定に含めな
かった潜在株式で、前連結会計年度末から重
要な変動があったものの概要

－

普通株式の期中平均株価が行使
価格を下回り希薄化効果を有し
ていないため潜在株式調整後１
株当たり四半期純利益金額の算
定に含めておりません。

期中平均株価　426,230円

平成22年５月26日取締役会決議
ストック・オプション

（新株予約権）

普通株式　　　　　200株

行使価格　　　498,867円

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成２２年２月５日

株式会社ミクシィ

取締役会  御中

　

有限責任監査法人トーマツ

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    原田　誠司    印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    菊地　徹　    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株

式会社ミクシィの平成２１年４月１日から平成２２年３月３１日までの連結会計年度の第３四半期連結会計

期間(平成２１年１０月１日から平成２１年１２月３１日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成２１年４

月１日から平成２１年１２月３１日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半

期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期

連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ミクシィ及び連結子会社の平成２１

年１２月３１日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期

間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさ

せる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成２３年２月８日

株式会社ミクシィ

取締役会  御中

　

有限責任監査法人トーマツ

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    原田　誠司    印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    菊地　徹　    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株

式会社ミクシィの平成２２年４月１日から平成２３年３月３１日までの連結会計年度の第３四半期連結会計

期間(平成２２年１０月１日から平成２２年１２月３１日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成２２年４

月１日から平成２２年１２月３１日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半

期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期

連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ミクシィ及び連結子会社の平成２２

年１２月３１日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期

間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさ

せる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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